
５ 環境学習の推進 

 

【施策達成目標－居住地域の生活環境に関する満足度】 

(1) アメニティ目標及び実績値 

 住民アンケートにおける５段階評価の項目の中で、｢満足｣･｢やや満足｣と答えた市民の割合を平成 23 年度(2011 年度)において、全体の３分の２（67 パ

ーセント）以上とすることを目指します。 
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（分析） 

市民の居住地域の生活環境に関する満足度は、今年度も全体の３分の２の満足を得るという目標達成には至っていませんが、平成１５年度(2003 年度)

から｢満足｣･｢やや満足｣と答えた市民の方の割合は概ね 60％程度となっています。 

年代別に見ると、年代による差はあまりありませんが、40代の皆さんの満足度は 54％と低い結果でした。 

「どちらでもない」「やや不満」「不満」と答えた方が生活環境で満足しない理由に、次のような理由が挙げられました。 

交通量や狭さなどによる道路に関すること、野外焼却で発生する煙やごみ出しのマナー、ペットなどによる悪臭といった生活環境に係ること、住居と事業

所や農業施設が隣接する事や周辺道路からの騒音、公共交通機関等の交通や買い物などの利便性、などについての理由があげられました。 

生活環境に満足しない理由は多岐にわたりますが、今ある生活環境に関する満足度が向上するよう適切かつ的確な施策の推進が求められます。 
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(2) エコライフ目標及び実績値 

住民アンケートにおける５段階評価の項目の中で、｢実行している｣及び｢だいたい実行している｣と答えた市民の割合を、平成 23 年度(2011 年度)にお

いて以下の数字になることを目指します。 

 項目 H19(2007) H20(2008) H23(2011)目標 達成状況 前年比 

ア ごみを減らす工夫をしている 71 74 81 × 3

イ 買い物時に買い物袋を持参する 62 86 60 ○ 24

ウ ごみの分別はきちんとやっている 94 94 98 × 0

エ 環境に配慮した商品を買うようにしている 37 35 60 × -2

オ テレビや電灯はつけっぱなしにしないようにしている 81 84 85 × 3

カ マイカーは使わずバス、電車などを利用している 12 14 25 × 2

キ 環境に配慮した生活を積極的にしている 46 48 80 × 2

ク なるべく自然とふれあうようにしている 32 32 75 × 0

ケ 水を大切に使うようにしている 76 77 85 × 1

コ 地域の良い景観づくりに協力している 51 71 67 ○ 20

サ 油を流しに流さないようにしている 92 89 98 × -3

シ ビニールやプラスチックを燃やさないようにしている 95 93 100 × -2

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析） 

「イ」、「コ」については、前年度から大きく意識が高まりました。「イ」については、レジ袋有料化の取組時期と重なったことが影響していると考えられます。 

   また、｢コ｣については、平成 19年度に施行された｢飯田市景観条例｣が市民に浸透したと考えられます。 

目標に届いていない項目でもア、オ、キについては、前年度から意識が高まりました。 

実行していない理由として、目標値と大きく開きのある項目は、エ、カ、キ、クです。「エ」については、商品知識の不足や品質・価格への不満をあげる理

由がありました。「カ」については、居住地や生活形態により、公共交通機関の利用が不可能であるという回答が殆どでしたが、意識は高まっています。「キ」

については、日常生活の忙しさから時間、余裕のなさを上げる回答が見られました。「ク」については、普段から自然の中で生活しているためという回答があ

りました。 

目標に達している項目については今後も維持されるよう、また、目標に達していないものについては今後向上が見られるように、市民が必要とする情報の

更なる発信と意識啓発の取組みが必要です。 
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年度別の推移（項目ごと） 
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